
学部の教育力

学生がすること
努力して学ぶ

学びをふりかえる

本学教育の成果指標

授業アンケート「達成感」の数値

学位授与の方針 １．学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力
２．的確に情報を収集し，理解し，発信する力
３．持続可能な社会に向けての課題に取り組む力

シラバスで授業の意図を理解し，自分が何をしな
ければならないかを知った上で毎回の授業に臨
む

教員が意図的に配置した課題を学生が授業内外
で達成していく

教員がすること
授業をデザインし，実施する

成績評価をする

授業と学生の学びをふりかえる

授業目標への到達度で絶対評価

努力と達成感を引き出す
学生がたどる授業目標への道のりをデザインし，
その道のりで学生が越えるべき「課題」を設定し，

学生が努力すればその「課題」を越えられるよう毎回の授
業をデザインする

成績評価とフィードバックのデザイン
学生がたどる授業目標への道のりをデザインし，

その道のりで学生の何をいつどう評価するかを決め，そ

れらの評価をどう学生にフィードバックするかを決める

【将来構想として】 ポートフォリオ
・自分の学びと目標への到達度を，エビデンスととも
に日常的にふりかえり，記録する
・DPの達成度を自己査定する

卒業に必要な
累積単位数

部局がすること
カリキュラムをデザインする

CPに基づき，授業間の調整をする

組織的な教育改善

GPAの点検
科目GPAが伝えるものと，授業アンケートの到達度と達
成感の数値が伝えるものとの間で整合性が取れている
かを点検する

DP・CPに基づくカリキュラム設計
大学と部局のDPとCPに基づいて授業を設定し配置する

科
目G

P
A

の
正
当
性
を

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
証
す
る

確かな学力自己効力感

授業目標の設定
教員の教育理念，社会的要請と学生の実態に合わせて
設定する

教員による授業アンケートで，教員が，自分の達成
感と，学生の学びをふりかえる

カリキュラムの体系性と授業の水準の調整
各種IR情報（入学試験の成績やGPA，学習時間調査・新入生調査・

大学生調査等）を活用し，学生の実態に合わせて各授業の目
標レベルと授業間のつながりを調整する

成績評価に関する共通理解の形成
各授業でどのような評価方法がふさわしいか，基準は適切か，を
調整する

CPに基づいたシラバス点検

授業のカリキュラム上での開講順序や授業時間割上での配置等
で改善できないかを考える

＋

メリハリをつけた戦略的なカリキュラム設計と業務の効率化

DPに基づく
卒業判定

授業一つ一つで達成感

学生による授業アンケートで，

を学生が自分でふりかえる

１．自分が考える授業目標への到達度

２．達成感

３．その授業のための授業外学習

授業の教育成果
（指標は科目GPA）

成
績
評
価
の
透
明
性
が

質
保
証
の
大
前
提
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教育の内部質保証システム
「教育の内部質保証」とは、大学の教育研究活動の質や学生の学修成果の水準等を自ら継

続的に保証することを指す。」 『教育の内部質保証に関するガイドライン』 大学改革支援・学位授与機構

個
人
レ
ベ
ル
で
の
改
善

学生 授業

努力・改善

授業期間内での
フィードバック

努力して学びが定着努力して学びが定着

授業 教員

GPAと手応え

授業目標・レベル
の調整

授業の改善授業の改善

部
局
レ
ベ
ル
で
の
改
善

授業アンケート

達成感
科目GPA

授業アンケートの「到達度」で

GPAの正当性を保証する

ポートフォリオ
（将来構想）

・学生が目標を設定
・学生が目標のために
できたことを記録

↓
・教員と学生のインター
フェイス
・DP達成度の質的資料

大
学
レ
ベ
ル

で
の
改
善

大学全体での「達成感」の状況

カリキュラムGPAの状況

シラバス点検の状況

報告

教
務
委
員
会
で
取

り
ま
と
め
・検
討

IR活動
入学試験の成績

GPA
学習に関するｱﾝｹｰﾄ

新入生調査
大学生調査などの

分析結果

フィードバック

FD
情報提供

CPに基づく組織的なシ
ラバス点検

カリキュラム全体での科
目GPAの状況を点検

カリキュラム全体での
「達成感」の状況を点検

CPに基づく
授業間の調整

【観点１】
授業の役割分担

【観点２】
成績のつけ方

改善のサポート

・IR情報
・FD
・組織的改善の
ためのコンサル
テーション

教員個人対象の
コンサルテーション

開講順序や授業時間割上
での配置等を組織的に検討

カリキュラム設計
シラバス点検

成績評価の共通化

学部教育の実施授業アンケートの実施
GPAの点検

体系性と水準を
授業間で調整

年度計画の策定

教員支援
運用のためのFD実施
全学的IR調査の実施

年度計画の点検
IR分析結果の提供

改善のためのFD実施
組織改善の支援

Plan

DoCheck

Action

教員

部局

大学

CPに基づく
授業デザイン
シラバス作成

GPAと授業アン
ケートを用いた
ふりかえり

CPに基づく
授業の実施
成績評価

次年度のため
の調整・準備

基本戦略

・「学生が努力し学びが定着する」ことが
最重要。
・そのために，教員が意図的に配置した
課題を学生が授業内外で達成していくと
いう形を作る。
・それができていれば，GPAと達成感は
結果としてついてくる。

GPAを成果指標とする

・カリキュラムGPAは，カリキュラムの教育力を表す数値である。
・当該カリキュラムの，共通教育を除く全科目のGPAの平均を
算出したものとする。
・ねらいは，GPAの精緻化やGPAの制度強化ではなく，GPAを
教育成果の指標とすることで，大学全体が教育の成果に視点
を置くようにすること。
・プロセス重視から結果重視に始点を転換し，「『教える』から
『学び取る』への転換」という大きな流れの中に位置づける。

教育の内部質保証の年間PDCAサイクル図
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